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「
総
合
振
興
計
画
」
と
は
、
町
の
最
上
位
計
画
と
し
て
町
政

の
最
も
基
本
と
な
る
総
合
的
指
針
で
あ
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん

と
行
政
の
共
通
の
目
標
と
な
る
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
6
月
に
審
議
会
を
設
立
し
、
5
回
に
わ
た
り
議
論

を
重
ね
る
と
と
も
に
、
役
場
庁
内
組
織
の
策
定
委
員
会
や
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
を
は
じ
め
、
町
民
意
識
調
査
、
中
学
生

意
識
調
査
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
見
交
換
会
、
越
前
町
ふ

る
さ
と
未
来
会
議
な
ど
を
と
お
し
て
、
策
定
作
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
2
月
26
日
に
審
議
会
か
ら
町
長
へ
答
申
を
行
い
、

3
月
議
会
定
例
会
に
お
け
る
議
会
の
議
決
を
経
て
、「
第
二
次
越

前
町
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

越
前
町
の
新
た
な「
ま
ち
づ
く
り
」に
向
け
て

越前町のまちづくりを進めていくうえで、総合的な指針となる
「第二次越前町総合振興計画」を策定しました。

▶まちづくりの基本理念 

▶まちづくりの大綱

▶リーディングプロジェクト

▶越前町の将来像  

町民一人ひとりが幸せを実感し、
誇りをもって充実した人生を歩み続ける
ことができる「ふるさと越前町」の創生

基本姿勢

施策の大綱

人と技　海
み

土
ど

里
り

織りなす　快適なまち
～ 越前 E-town brand のさらなる躍進 ～

今後のまちづくりの推進のため、
基本理念を次のように設定します

ネットワークの構築による協働・連携へ

将来像実現のための骨格となるべき施策

将来の越前町を次のようにイメージします

答申書を提出する審議会佐々井会長（中央）と安井副会長（右）

　本町は、多様な地域資源（宝）を有する個性豊かなまちです。今後、人口減少が進
行しようとも、本町に関わるすべての人々がまちづくりを実践し、地域の魅力をさら
に高め、誇りをもってそれぞれに充実した人生を歩み続けることができる「ふるさと
越前町」を目指します。

町ホームページに、第二次越前町総合振興計画（基本構想・基本計画）の全文を掲載しています。
（http://www.town.echizen.fukui.jp）

問合せ先　地域創生室　☎34‒8714

　今後のまちづくりにおいては、「共に考え、行動する」ことを基本と
し、町民と行政あるいは産・学・金・労・言（※）をはじめとする多様な主
体とのネットワークを構築し各種施策を展開します。
　ネットワーク内での綿密なコミュニケーションを通じて、各々が果
たすべき役割を認識し、地域のニーズに即した効率的・効果的施策を
実践することにより、協働・連携によるまちづくりを目指します。
（※）産業界・教育機関・金融機関・労働団体・メディアのこと

　まちづくりの課題を克服し、基本理念に基づく将来像を実現するため、骨格となるべき施策を4つのリーディング
プロジェクトとして位置づけます。

1 快適で安全に住み続けられるまちづくり
● 住みやすいまちを演出する都市基盤・公共施設の充実
● くらしの安全確保

2 誰もが健康で暮らしやすさを実感できるまちづくり
● 安心して住み続けられる保健・医療と福祉の充実
● 安心して結婚・移住・定住できる環境づくり
3 人が輝き豊かな心が満ちあふれるまちづくり
● 町民主体のまちづくりの推進
● 次世代を担う人材育成

4 人と仕事の活力みなぎるまちづくり
● 地域資源と共生する産業の振興
● 雇用環境の充実
5 ふるさとの個性を活かし交流を育むまちづくり
● 観光地としての新たな魅力向上
● まちの魅力となる地域資源の保存と継承
6 持続可能な健全行財政のまちづくり
● 自主自立型の行財政基盤の確立

　風光明媚な自然環境や長年の歴史に培われた伝統文化、地場産業を自信と誇りを
持った町民が守り育て、越前ならではの快適な住環境の創造と文化の香り高いまちづ
くりを推進します。

　便利で快適な住環境を形成し、定住人口を維持・増加させていくため、
道路や公園などの各種インフラ整備をはじめ、空き家の利活用による移
住・定住促進、公共交通の充実、未利用地などの宅地化の促進を図ります。

●空き家の利活用による定住人口増加
●新たな地域公共交通の仕組みづくり
●未利用地などを活かした宅地の供給

  ■ Project 1　『快適居住プロジェクト』－住環境・公共交通・空き家対策－

　結婚・出産・子育てに関する包括的な支援を行い、出生数の増加を図る
とともに、次代を担う「人財（たから）」を育成していくため、家庭・地域・
学校での教育・スポーツ環境の充実を図ります。

●出会い・結婚・出産への支援
●子育て環境や支援体制の充実
●家庭・地域・学校の協働による教育・スポー
ツ環境の充実

  ■ Project 2　『人財育成プロジェクト』－結婚・出産・子育て・教育対策－

　安定的な仕事の確保による人口の定着に向けて、地域産業や伝統産業
の振興と担い手の確保・育成を図るとともに、雇用機会の創出や就労環
境整備、企業誘致の推進、新規産業の育成に取り組みます。

●地域産業の振興と担い手の育成
●雇用機会の創出と就労環境支援
●企業誘致の推進と新規産業の育成

  ■ Project 3　『仕事応援プロジェクト』－産業・雇用対策－

　観光産業の育成をはじめ、新たな誘客戦略や越前ブランドの魅力向上
を推進するとともに、交流拠点施設（プラントピア・越前陶芸村・道の駅
「越前」・織田劔神社）の再整備を推進し、交流人口の増加を図ります。

●観光立町を目指した観光産業の育成
●新たな誘客戦略と越前ブランドの魅力向上
●交流拠点施設の再整備・周辺整備

  ■ Project 4　『観光交流プロジェクト』－交流人口対策－

町民

行政 多様な
主体

越前町のまちづくりを
『共に考え、行動する』

ネットワーク
の構築
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2
月
25
日
、
鯖
江
市
嚮
陽
会
館
で
、
第
34
回

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
子
ど
も
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し

て
、
鯖
江
交
通
安
全
協
会
が
越
前
町
と
鯖
江
市

の
小
学
5
年
生
と
中
学
2
年
生
を
対
象
に
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

34
回
目
の
今
回
は
１
，１
８
４
点
の
応
募
が

あ
り
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
12
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
内
の
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
・
中
学
校
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

▲織田小学校　5年　橋本  海月さん

▲織田小学校　5年　水島  大輝さん ▲越前中学校　2年　揚原  周さん

▲朝日中学校　2年
　佐々木  麻佑加さん

▲越前中学校　2年
　畑  美輝さん

【
越
前
町
長
賞
】

　

織
田
小
学
校　

5
年　

水み
ず

島し
ま　

大だ
い

輝き

さ
ん

　

越
前
中
学
校　

2
年　

揚あ
げ

原は
ら　

　

周し
ゅ
う

さ
ん

【
越
前
町
教
育
長
賞
】

　

織
田
小
学
校　

5
年　

橋は
し

本も
と　

海み

月づ
き

さ
ん

　

越
前
中
学
校　

2
年　

畑は
た　

　

美み

輝き

さ
ん

【
鯖
江
警
察
署
長
賞
】

　

朝
日
中
学
校　

2
年　
佐さ

さ々

木き

麻ま

佑ゆ

加か

さ
ん

【越前町長賞】

【越前町教育長賞】 【鯖江警察署長賞】

　

第
9
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

賞
者
が
、
応
募
総
数
２
０
２
点
の
中
か
ら
選
定

さ
れ
、
大
谷
繁
一
さ
ん
（
坂
井
市
）
の
「
怒
涛

の
海
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
）

グ
ラ
ン
プ
リ

　

大
谷　

繁
一
（
坂
井
市
）

金
賞

　

越
前
海
岸
部
門　

山
岸　

秀
之
（
敦
賀
市
）

　

里
山
部
門　
　
　

塚
田　

玲
子
（
鯖
江
市
）

銀
賞

　

越
前
海
岸
部
門　

斎
藤　

俊
治
（
坂
井
市
）

　

里
山
部
門　
　
　

岡
田　

栄
一
（
越
前
市
）

銅
賞

　

越
前
海
岸
部
門　

中
島　
　

猛

（
愛
知
県
春
日
井
市
） 

　

里
山
部
門　
　
　

山
本　

順
也
（
鯖
江
市
）

越
前
町
長
賞

　

堀
川　

恭
司
（
福
井
市
）

越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

　

前
田　

繁
雄
（
福
井
市
）

越
前
町
商
工
会
長
賞

　

室
田　
　

昇
（
鯖
江
市
）

福
井
県
観
光
連
盟
賞

　

金
原　
　

智
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
賞　

　

長　
　

武
彦
（
福
井
市
）

　

3
月
5
日
・
6
日
の
両
日
、
道
の
駅
越
前
で

3
回
目
と
な
る
「
越
前
か
に
感
謝
祭
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

か
に
供
養
祭
で
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
越
前
が

に
へ
の
感
謝
と
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
豊
漁
を
祈
願

し
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
れ
た
来
場
者
に
感
謝
の

も
ち
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
越
前
が
に
を
始
め
、
新
鮮
な

魚
介
類
を
中
心
に
、
旬
の
特
産
品
を
揃
え
た
即

売
ブ
ー
ス
や
、
グ
ル
メ
屋
台
な
ど
が
あ
り
今

シ
ー
ズ
ン
の
最
後
の
越
前
が
に
を
求
め
、
県
内

外
か
ら
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

3
月
1
日
、
今
春
よ
り
越
前
町
で
漁
師
と
し

て
働
く
古
田
涼
さ
ん
（
大
阪
府
出
身
）
と
石
川

大
悟
さ
ん
（
埼
玉
県
出
身
）
が
内
藤
町
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
古
田
さ
ん
が
小
樟
定
置
網
組
合
で
、

石
川
さ
ん
が
米
ノ
定
置
網
組
合
で
漁
師
と
し
て

働
き
な
が
ら
、
新
規
漁
業
者
を
育
成
す
る
県
の

事
業
「
ふ
く
い
水
産
カ
レ
ッ
ジ
」
で
座
学
を
受

講
し
、
地
域
で
漁
師
と
し
て
生
活
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
一
年
間
は
町
が
用
意
し
た
水
産
カ

レ
ッ
ジ
研
修
生
専
用
住
宅
で
共
同
生
活
を
し
ま

す
。

　

2
人
は
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
す
べ
て

が
新
し
い
こ
と
の
始
ま
り
、
不
安
や
苦
労
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
越
前
町
の
漁

第
9
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
者
発
表

第
3
回
越
前
か
に
感
謝
祭

漁
師
を
目
指
し
て
移
住
す
る
２
人
が
越
前
町
を
表
敬
訪
問

福
井
新
聞
社
賞　

　

坂
井
佳
代
子
（
福
井
市
）

丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
賞　

　

林　
　

昌
尚
（
越
前
市
）

入
選

　

佐
々
木　

徹
（
福
井
市
）

　

小
棹　

惠
治
（
鯖
江
市
）

　

前
田　

昇
三
（
鯖
江
市
）

　

天
谷　

孝
義
（
鯖
江
市
）

　

田
嶋　

豊
年
（
敦
賀
市
）

F
a
c
e
b
o
o
k
賞

　

萬
谷　

雄
治
（
越
前
市
）

　

2
月
26
日
、
県
庁
で
農
林
水
産
大
臣
賞
の
表

彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
農
業
委
員
の
北
幸
夫
さ

ん
と
越
前
町
農
業
委
員
会
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
農
業
委
員
会
の
事
務
の
遂
行
に
関

し
て
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
農
業
委
員
と
農
業

委
員
会
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
受
賞
し
た
北

委
員
は
永
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
担
い

手
の
育
成
や
地
域
の
農
業
発
展
に
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
会

は
地
域
農
業
の
振
興
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
藤
町
長
に
受
賞
の
報
告
に
来
ら
れ
た
北
委

員
と
農
業
委
員
会
の
青
山
武
男
会
長
は
、「
受
賞

を
契
機
に
、
さ
ら
な
る
農
業
委
員
会
活
動
の
推

進
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞

　

3
月
22
日
、
越
前
町
役
場
で
、
4
月
か
ら
自

衛
隊
に
入
隊
を
予
定
し
て
い
る
2
人
の
激
励

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

激
励
会
で
は
記
念
品
の
贈
呈
後
、
入
隊
予
定

者
が
自
衛
隊
へ
の
入
隊
に
あ
た
り
そ
れ
ぞ
れ

の
抱
負
を
述
べ
、
入
隊
に
向
け
て
の
決
意
の
固

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

入
隊
予
定
者

　

小
田　

春
樹
さ
ん
（
横
山
）

　

山
本　

柚
奈
さ
ん
（
米
ノ
）

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
を
激
励
し
ま
し
た

北幸夫さん（左）、青山武男さん（右） 山本柚奈さん（左から3番目）、小田春樹さん（写真中央）グランプリ作品：怒涛の海

業
の
担
い
手
と
な
る
よ
う
地
域
の
皆
様
に
も
応

援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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２
０
１
５
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
「
市
町
対
抗

の
部
」、「
交
流
の
部
」
が
行
わ
れ
、
交
流
の
部
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
一
般
男
子
の
部
に
出
場

し
た
橋
谷
和
樹
さ
ん
・
武
内
大
和
さ
ん
ペ
ア
が

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
2
人
は
息
の
あ
っ
た

プ
レ
ー
で
勝
ち
進
み
、
全
勝
で
優
勝
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

　

2
月
26
日
か
ら
28
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ

ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
た
、
全
米
チ

ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
に
福
井
商
業
高
校
チ

ア
リ
ー
ダ
ー
部
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
」
の
一
員
と
し
て

小
川
絹
代
さ
ん（
乙
坂
）が
出
場
し
、イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門

で
四
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
部
門
は
、
全
米
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
米

国
チ
ー
ム
と
海
外
チ
ー
ム
で
競
い
、
ジ
ャ
ズ
、

ポ
ン
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
キ
ッ
ク
の
4
種
類
の

ダ
ン
ス
要
素
を
取
り
入
れ
、
創
造
性
や
表
現
力

を
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、団
結
力
や
結
束
を
意
味
す
る
「
結
」

を
テ
ー
マ
に
チ
ー
ム
と
し
て
気
持
ち
を
ま
と

め
、
見
事
栄
冠
を
つ
か
み
ま
し
た
。「
み
ん
な

の
心
が
一
つ
に
な
り
三
年
間
で
一
番
い
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
た
。
自
分
た
ち
の
代
で

も
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
大
会
を
終
え
た

２
０
１
５
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
（
一
般
男
子
）
優
勝

全
米
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会 

四
連
覇

　

2
月
7
日
、
福
井
県
立
武
道
館
で
第
10
回
福
井
県
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
強
化
剣
道
大
会
が
開
か
れ
、
4

年
生
男
子
の
部
に
お
い
て
三
原
大
和
さ
ん
（
織
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
・
朝
日
小
4
年
）
が
準
優
勝
、
3
年
生
の
部
に
お
い
て
岩
﨑
成

生
さ
ん
（
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
・
城
崎
小
3
年
）
が
3
位
に
輝
き

ま
し
た
。
両
名
と
、
5
年
生
男
子
の
部
で
ベ
ス
ト
8
に
入
賞
し
た
相

馬
快
成
さ
ん
（
織
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
織
田
小
5
年
）
の
3

人
は
「
福
井
県
少
年
剣
道
強
化
指
定
選
手
」
に
選
ば
れ
、
今
年
1
年

間
毎
月
1
回
県
立
武
道
館
で
の
強
化
錬
成
会
に
参
加
し
、
よ
り
一
層

の
稽
古
に
励
み
、
精
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
み

な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
10
回
福
井
県
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
強
化
剣
道
大
会

　

2
月
28
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
外
国
出
身
者
を
講
師
に
招
き
、
出
身
国
の

料
理
を
作
っ
て
、
食
べ
て
交
流
し
ま
し
た
。
前

半
の
調
理
で
は
、
参
加
者
約
40
人
が
台
湾
、
モ

ン
ゴ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ

シ
コ
、
チ
リ
の
6
か
国
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
各
国
の
講
師
と
一
緒
に
羊
肉
麺
（
モ
ン
ゴ

ル
）
や
レ
ン
ズ
豆
の
ス
ー
プ
（
メ
キ
シ
コ
）
な

ど
、
6
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
交
流
会
を
行
い
、
交
流
会

か
ら
の
参
加
を
含
む
約
70
人
が
世
界

の
料
理
を
試
食
し
な
が
ら
、
講
師
の

母
国
語
を
話
し
て
み
た
り
、
料
理
や

国
の
話
題
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
答
え

た
り
し
な
が
ら
、
会
話
を
楽
し
み
ま

し
た
。
民
族
衣
装
や
伝
統
的
な
道
具

な
ど
の
展
示
も
あ
り
、
各
国
の
独
特

の
文
化
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
の
一
部
と
し
て
「
暗

ワ
ー
ル
ド
キ
ッ
チ
ン
in
越
前
町
〜
越
前
の
調
理
室
か
ら
世
界
の
香
り
が
す
る
〜

闇
交
流
」
も
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
暗
闇

の
中
で
英
語
を
使
い
な
が
ら
手
探
り
で
迷
路
を

通
り
、
宝
探
し
を
す
る
も
の
で
す
。
参
加
者
は

見
え
な
い
中
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
暗
闇
の
中

か
ら
聞
こ
え
て
く
る
英
語
の
案
内
を
聞
き
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
た
。
簡
単
な

単
語
を
少
し
使
う
だ
け
で
も
、
十
分
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
こ
と
を
体
感
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

▲チリ料理のドーナツ作り

▲台湾の挨拶や自己紹介に挑戦

町と町民のみなさんを結ぶ架け橋になっていただく平成28年の区長が決まりました。
各地区の区長は次のみなさんです。よろしくお願いします。（敬称略）

新しい区長をご紹介します

朝日地区

地区会長 孝　久　幸　一

地区副会長 荒　木　博　文

地区副会長 獅子原　　　裕

区　名 区　長　名
西 田 中 孝　久　幸　一

内　 郡 竹　内　英　樹

朝　 日 佐々木　博　隆

上 川 去 月　田　善　尋

春　 日 森　谷　紀年男

岩　 開 三　村　克　弥

佐 々 生 松　田　利　美

宇　 田 久　保　忠　昭

気 比 庄 酒　井　和　幸

田　 中 笠　原　重　則

市 橋　本　敏　夫

乙　 坂 千　秋　秀　樹

栃　 川 木　下　多加志

天　 王 木　下　久仁雄

宝 泉 寺 城　戸　幸　一

金　 谷 吉　田　正　志

青　 野 荒　木　博　文

頭　 谷 水　野　彰　雄

茱　 原 爲　國　藤　治

境　 野 山　口　賢　治

横　 山 髙　橋　正　栄

牛　 越 鷲　田　孝　幸

野　 末 松　山　哲　治

大　 畑 北　　　幸　夫

小　 倉 獅子原　　　裕

葛　 野 漆　﨑　　　順

野　 田 和　田　　　明

下 糸 生 稲　田　精　一

脇 渡　辺　康　仁

大 谷 寺 水　島　秀　夫

中　 野 馬　谷　利　見

上 糸 生 渡　邉　𠀋　夫
大　 玉 松　田　哲　夫

清　 水 渡　辺　　　治

森 松　島　　　榮

杖　 立 伊　藤　　　勉

小　 川 前　田　洋一郎

真　 木 藤　木　彌太郎

天　 谷 坂　下　正　晴

宮崎地区

地区会長 武　藤　吉　明

地区副会長 相　生　健　作

地区副会長 鷲　田　武　和

区　名 区　長　名
熊　 谷 岩　本　洋　介

古　 屋 木　村　健　吾

増　 谷 上　野　重　隆

小曽原大区長 相　生　健　作

小曽原第1 原　　　真　一

小曽原第2 古　川　喜栄治

小曽原第3 宮　下　登志昭

江波大区長 奥　谷　秀　與

江波第 1 佐々木　文　男

江波第 2 坂　下　新　吾

江波第 3 木　下　輝　和

広　 野 嵐　　　義　昭

蚊 谷 寺 武　田　法　亮

樫津大区長 武　藤　吉　明

樫津第 1 武　藤　　　格

樫津第 2 山　本　卓一郎

八田新保 中　西　弘　一

舟　 場 清　水　嘉津之

八　 田 齋　藤　　　寛

陶の谷総区長 鷲　田　武　和

円　 満 山　田　宗　治

上　 野 黒　田　克　之

野 鷲　田　武　和

宇 須 尾 青　山　直　樹

大　 谷 佐　藤　　　久

蝉　 口 木　村　壽　髙

寺 山　本　勝　二

越前地区

地区会長 別　司　正　晴

地区副会長 山　下　恒　和

地区副会長 松　本　啓　志

区　名 区　長　名
玉　 川 桝　谷　桝　一

血 ヶ 平 山　下　恒　和

左　 右 小刀称　治　一

梨子ヶ平 滝　本　正　美

梅　 浦 橋　本　一　志

上　 瀬 堂　埜　一　治

中　 筋 中　村　敏　朗

下　 側 笠　原　幸子郎

上　 側 山　下　正　美

鷺　 崎 青　柳　隆　治

宿 枝　中　俊　行

新　 保 鶴　沢　滋　治

城 ヶ 谷 森　川　敏　治

小　 樟 大　間　憲　之

大　 樟 小　平　　　進

道　 口 木　下　茂　強

厨 別　司　正　晴

茂　 原 髙　橋　政　嘉

白　 浜 小　酒　春　樹

高　 佐 松　本　啓　志

米　 ノ 森　　　利　彦

午房ヶ平 嶽　　　　　茂

六 呂 師 石　田　和　也

織田地区

地区会長 島　田　満　雄

地区副会長 向　　　孝　男

地区副会長 渡　邉　幸　雄

区　名 区　長　名
織田大区 島　田　満　雄

鎌　 坂 駒　野　修　治

北 嶋　津　伍兵衞

東 福　岡　誠一郎

高　 橋 山　塙　隆　夫

辻 橋　本　義　光

馬　 場 水　田　義　廣

上　 野 矢田部　　　寛

寺　 家 森　下　義　昭

杉 の 花 和　田　弘　美

市　 場 杉　本　　　守

堤 林　　　雄　史

平　 等 左　近　晃　俊

下 河 原 友　廣　良　和

矢　 倉 奥　田　芳　文

中 水　島　和　彦

大 王 丸 毛　利　康　裕

三　 崎 佐々木　秀　雄

打　 越 谷　口　雅　信

四 ツ 杉 向　　　孝　男

下 山 中 森　下　満　行

上 山 中 林　　　芳　輝

細　 野 渡　邉　幸　雄

岩　 倉 佐々木　勝　行

笹　 川 渡　辺　博　明

桜　 谷 渡　辺　義　信

山　 田 石　田　志　信

赤 井 谷 森　川　幸　夫

入　 尾 佐々木　佐　内

笈　 松 佐々木　　　嵩

萩野の里 寺　谷　　　満

脇　 谷 米　谷　経　子

丸　 山 伊　部　清　一

西 ケ 丘 西　野　悦　一

上　 戸 山　下　和　雄

喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
四
連
覇
達
成
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小川絹代さん（中段左から5番目） 武内大和さん（左）、橋谷和樹さん（右）

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

広報 えちぜん 6平成28年４月号広報 えちぜん7 平成28年４月号

町からのお知らせ



町税
23億3,209万1千円
（18.5%）

自主財源
37億79万7千円
（29.5%）

依存財源
88億7,920万3千円
（70.5%）

地方交付税
53億円
（42.1%）

分担金及び負担金
3億516万7千円（2.4%）
分担金及び負担金
3億516万7千円（2.4%）

諸収入
1億2,915万9千円（1.0%）
諸収入
1億2,915万9千円（1.0%）

繰入金
6億5,713万9千円（5.3%）
繰入金
6億5,713万9千円（5.3%）

財産収入
1億1,720万5千円（0.9%）
財産収入
1億1,720万5千円（0.9%）

使用料及び手数料
7,903万5千円（0.6%）
使用料及び手数料
7,903万5千円（0.6%）
繰越金  
8,000万円（0.7%）
繰越金  
8,000万円（0.7%）
寄附金  
100万1千円（0.0%）
寄附金  
100万1千円（0.0%）

地方譲与税
1億600万円（0.9%）
地方譲与税
1億600万円（0.9%）
地方消費税交付金
3億9,000万円（3.1%）
地方消費税交付金
3億9,000万円（3.1%）

株式等譲渡所得割交付金
1,400万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金
200万円（0.0%）
配当割交付金
1,800万円（0.1%）
地方特例交付金
600万円（0.0%）
利子割交付金
400万円（0.0%）
自動車取得税交付金
2,000万円（0.2%）

株式等譲渡所得割交付金
1,400万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金
200万円（0.0%）
配当割交付金
1,800万円（0.1%）
地方特例交付金
600万円（0.0%）
利子割交付金
400万円（0.0%）
自動車取得税交付金
2,000万円（0.2%）

国庫支出金
8億516万8千円
（6.4%）

県支出金
10億9,193万5千円

（8.7%）

町債
11億2,210万円
（8.9%）

歳  入
125億8,000万円

【
歳
入
の
ポ
イ
ン
ト
】

●

個
人
・
法
人
町
民
税
の
増
な
ど
に
よ
り

町
税
が
１
億
２
，５
９
８
万
７
千

円
の
増

●

町
民
税
の
増
収
見
込
み
、
国
勢
調
査

人
口
の
減
少
に
よ
り
地
方
交
付
税
が

３
億
円
の
減

●

小
・
中
学
校
体
育
館
の
吊
り
天
井
な

ど
の
耐
震
化
工
事
完
了
な
ど
に
よ
り

国
庫
支
出
金
が
１
億
２
，６
３
４
万

 

７
千
円
の
減

●

あ
さ
ひ
保
育
所
と
朝
日
児
童
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
の
完
了
な
ど
に
よ
り

町
債
が
６
億
３
，２
１
０
万
円
の
減

【
歳
出
の
ポ
イ
ン
ト
】

●

職
員
数
の
減
な
ど
に
よ
り
人
件
費
が

１
億
５
，７
２
２
万
３
千
円
の
減

●

計
画
的
な
事
業
実
施
と
償
還
完
了
な

ど
に
よ
り
公
債
費
が
３
億
３
，９
０
６

 

万
７
千
円
の
減

●

あ
さ
ひ
保
育
所
と
朝
日
児
童
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
や
小
・
中
学
校
の

吊
り
天
井
な
ど
の
耐
震
化
工
事
の
完

了
な
ど
に
よ
り
普
通
建
設
事
業
費
が

４
億
８
，７
０
２
万
７
千
円
の
減

●

固
定
資
産
評
価
に
お
け
る
航
空
写

真
の
撮
影
な
ど
に
よ
り
物
件
費
が

１
億
３
，１
９
３
万
９
千
円
の
増

●

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
負
担
金
や
高

校
生
の
通
学
支
援
補
助
制
度
の
創
設

な
ど
に
よ
り
補
助
費
等
が
５
，４
８
８

 

万
７
千
円
の
増

会　　計　　名 平成28年度予算額
①

平成27年度予算額
②

増　減　額
①－②

増減率
（①－②）／②

一　般　会　計 125億8,000万円 135億2,000万円 ▲9億4,000万円 △7.0％

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国民健康保険事業 25億9,357万8千円 24億9,337万4千円 1億20万4千円 4.0％

介 護 保 険 事 業 23億7,779万5千円 24億631万7千円 ▲2,852万2千円 △1.2％

後期高齢者医療事業 2億2,927万1千円 2億2,953万8千円 ▲26万7千円 △0.1％

簡 易 水 道 事 業 3億8,419万6千円 4億2,513万2千円 ▲4,093万円6千円 △9.6％

公共下水道事業 6億3,233万7千円 7億9,308万7千円 ▲1億6,075万円 △20.3％

集 落 排 水 事 業 3億3,625万4千円 3億3,831万9千円 ▲206万5千円 △0.6％

温 泉 事 業 1,451万1千円 1,501万1千円 ▲50万円 △3.3％

農林漁業体験実習館事業 2,877万円 2,850万2千円 26万8千円 0.9％

土地区画整理事業 1,705万6千円 5,600万2千円 ▲3,894万6千円 △69.5％

小　　　　　計 66億1,376万8千円 67億8,528万2千円 ▲1億7,151万4千円 △2.5％

事
業
会
計

上 水 道 事 業 4億2,324万8千円 4億718万6千円 1,606万2千円 3.9％

国民健康保険病院事業 4億5,507万8千円 4億4,128万5千円 1,379万3千円 3.1％

小　　　　　計 8億7,832万6千円 8億4,847万1千円 2,985万5千円 3.5％

合　　　　　計 200億7,209万4千円 211億5,375万3千円 ▲10億8,165万9千円 △5.1％

一般会計・歳入予算の内訳

一般会計・歳出予算の内訳

歳  出
125億8,000万円

人件費
19億5,702万円
（15.6%）

扶助費
17億9,441万1千円
（14.2%）

公債費
14億2,964万1千円
（11.3%）

義務的経費
51億8,107万2千円
（41.1%）

投資的経費
18億2,142万5千円
（14.5%）

その他の経費
55億7,750万3千円
（44.4%）

物件費
16億9,372万2千円
（13.5%）

補助費等
22億7,568万9千円
（18.1%）

普通建設事業費
18億2,142万5千円
（14.5%）

繰出金
13億8,071万8千円
（11.0%）

予備費  1,000万円（0.1%）予備費  1,000万円（0.1%）

貸付金  4,160万円（0.3%）貸付金  4,160万円（0.3%）

積立金
5,363万4千円（0.4%）
積立金
5,363万4千円（0.4%）

維持補修費
1億2,214万円（1.0%）
維持補修費
1億2,214万円（1.0%）

（  ）は構成比

（  ）は構成比

　

平
成
28
年
度
は
、
計
画
初
年
度
と
な

る
第
２
次
越
前
町
総
合
振
興
計
画
に
掲

げ
る
各
種
施
策
を
着
実
に
進
め
、
将
来

的
な
人
口
減
少
を
見
据
え
な
が
ら
、
魅

力
と
活
力
あ
る
「
ふ
る
さ
と
越
前
町
」

の
創
生
に
向
け
て
本
格
的
に
始
動
す
る

年
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
度
予
算
は
、

越
前
町
が
未
来
へ
飛
躍
す
る
予
算

〜
ふ
る
さ
と
越
前
町
の
創
生
に

　
　
　

向
け
た
未
来
志
向
型
予
算
〜

と
し
て
編
成
し
、
町
民
が
い
つ
ま
で
も

誇
り
を
も
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
育

ん
で
き
た
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
飛
躍

さ
せ
る
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

■
予
算
規
模

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
額
は
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
を
合
わ

せ
２
０
０
億
７
，２
０
９
万
４
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
10
億
８
，１
６
５
万
９
千

円
の
減
（
５・１
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
１
２
５
億
８
，０
０
０

万
円
で
、
前
年
度
よ
り
９
億
４
，０
０
０

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
の

朝
日
地
区
統
合
保
育
所
（
あ
さ
ひ
保
育

所
）
と
朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー
の
整
備
事

業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
減
少
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
公
債
費
（
借

金
の
返
済
）
で
３
億
３
，９
０
６
万
７

千
円
の
減
、人
件
費
で
１
億
５
，７
２
２

万
３
千
円
の
減
と
な
る
な
ど
、
行
財
政

改
革
の
推
進
に
よ
る
財
政
規
模
の
ス
リ

ム
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
の
創
生
に
向
け
た
事
業
と

し
て
、
越
前
水
仙
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
事
業
に
よ
る
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

や
泰
澄
の
杜
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
施

設
の
改
修
、
高
校
生
の
通
学
支
援
制
度

の
創
設
、
避
難
拠
点
と
な
る
小
中
学
校

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
、
統

合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
必
要

な
設
計
な
ど
に
着
手
す
る
な
ど
、
観
光

立
町
や
手
厚
い
教
育
環
境
の
実
現
に
向

け
、
積
極
的
に
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、『
未
来
へ
飛
躍
す
る
予
算
』
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町からのお知らせ



④
前
年
度
の
残
金 

…
…
…
…
… 

８
万
円

繰
越
金
（
前
年
度
決
算
の
繰
越
金
）

﹇
前
年
度
と
同
額
﹈

●
自
主
財
源
（
①
〜
④
）３

７
０
万
円 

⑤
支
援
金 

…
…
…
…
…
… 

７
７
６
万
円

地
方
交
付
税
（
財
源
不
足
に
対
し
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
）

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
（
法
律
な
ど
に

基
づ
く
交
付
金
や
事
業
の
実
施
に
対

す
る
補
助
金
）

﹇
前
年
度
よ
り
39
万
円
の
減
﹈

⑥
借
金 

…
…
…
…
…
…
… 

１
１
２
万
円

町
債
（
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
金
）

﹇
前
年
度
よ
り
63
万
円
の
減
﹈

●
依
存
財
源
（
⑤
〜
⑥
）８

８
８
万
円 

⑤
修
繕
費
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
万
円

維
持
補
修
費
（
施
設
の
修
繕
に
係
る

お
金
）

﹇
前
年
度
よ
り
２
万
円
の
減
﹈

⑥
子
ど
も
へ
の
仕
送
り 

… 

１
３
８
万
円

繰
出
金
（
国
民
健
康
保
険
や
上
下
水

道
な
ど
の
特
別
会
計
、
事
業
会
計
に

支
出
さ
れ
る
お
金
）

﹇
前
年
度
よ
り
２
万
円
の
減
﹈

⑦
貯
金 

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

５
万
円

積
立
金
（
実
施
予
定
の
事
業
や
将
来

の
財
政
運
営
の
た
め
に
積
み
立
て
る

お
金
）

﹇
前
年
度
よ
り
12
万
円
の
減
﹈

⑧
知
人
へ
の
貸
付
け 

…
…
…
… 

４
万
円

貸
付
金
（
団
体
な
ど
に
貸
し
付
け
る

お
金
）

﹇
前
年
度
と
同
額
﹈

⑨
予
備 

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

１
万
円

予
備
費

﹇
前
年
度
と
同
額
﹈

①
給
料 

…
…
…
…
…
…
… 

２
３
３
万
円

町
税
（
町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
）

﹇
前
年
度
よ
り
12
万
円
の
増
﹈

②
財
産
・
臨
時
収
入 

…
…
…
…
…
63
万
円

使
用
料
（
町
の
施
設
や
設
備
の
利
用

料
な
ど
）

負
担
金
（
町
の
事
業
で
利
便
を
受
け

る
人
が
負
担
す
る
お
金
）

諸
収
入
（
貸
付
金
の
元
利
収
入
や
団

体
・
個
人
か
ら
の
負
担
金
な
ど
）

財
産
収
入
（
町
の
土
地
な
ど
の
売
却

代
金
）

寄
附
金
（
個
人
や
団
体
か
ら
寄
附
さ

れ
る
お
金
）

﹇
前
年
度
よ
り
１
万
円
の
増
﹈

③
貯
金
の
取
崩
し 

…
…
…
…
…
66
万
円

繰
入
金
（
町
が
積
み
立
て
て
い
る
お

金
（
基
金
）
の
取
崩
し
）

﹇
前
年
度
よ
り
５
万
円
の
減
﹈

越
前
さ
ん
ち
の
家
計
簿

【
収
入
合
計 

１
，２
５
８
万
円
】

■  

収　

入

■  

支　

出

【
支
出
合
計 

１
，２
５
８
万
円
】

①
農
林
水
産
業
の
担
い
手
と

　

商
工
業
の
後
継
者
育
成

▼
町
の
第
１
次
産
業
の
担
い
手
を
育
成

す
る
た
め
、
様
々
な
フ
ェ
ア
で
の
Ｐ

Ｒ
活
動
や
新
規
農
業
就
業
者
研
修
生
、

ふ
く
い
水
産
カ
レ
ッ
ジ
研
修
生
の
住

居
を
確
保
し
ま
す
。

２
５
６
万
円

▼
越
前
が
に
の
最
大
産
地
で
あ
る
町
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
漁

獲
高
の
向
上
の
た
め
、
越
前
が
に

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
改
修
し
、
飼
育
条

件
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

２
億
１
，５
３
２
万
円

②
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に
対
す
る

　

包
括
的
な
支
援

▼
結
婚
を
望
む
独
身
者
を
応
援
す
る
た

め
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
う
若

者
出
会
い
交
流
応
援
事
業
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。 

２
８
４
万
円

▼
遠
距
離
通
学
の
高
校
生
世
帯
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
通
学
定

期
券
の
購
入
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

１
，９
０
０
万
円

▼
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い

る
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
を
無

料
化
し
ま
す
。

４
，４
２
０
万
円

③
受
入
環
境
の
充
実
に
よ
る

　

移
住
・
定
住
の
促
進

▼
県
内
外
の
大
学
生
な
ど
の
就
職
を
促

進
す
る
た
め
、
企
業
体
験
ツ
ア
ー
の

開
催
や
町
に
定
住
し
就
職
し
た
人
に

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

１
８
３
万
円

▼
移
住
を
希
望
す
る
都
市
住
民
に
町
の

住
み
や
す
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

新
た
に
宮
崎
地
区
に
移
住
・
二
地
域
居

住
体
験
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

９
１
４
万
円

▼
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
都

市
計
画
区
域
内
の
農
振
農
用
地
以
外

で
２
戸
以
上
の
宅
地
開
発
を
行
う
民

間
事
業
者
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

５
０
０
万
円

①
新
た
な
誘
客
戦
略
の
展
開
に
よ
る

　

活
力
み
な
ぎ
る
観
光
立
町
の
実
現

●
町
内
の
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
へ
の

誘
客
戦
略
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
越

前
町
観
光
連
盟
の
活
動
を
支
援
し
ま

す
。 

７
，５
０
０
万
円

●
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
３
セ
ッ
ト
（
越
前

水
仙
・
絶
景
・
夕
日
）
を
活
か
し
た
観

光
地
づ
く
り
の
た
め
の
越
前
岬
水
仙

ラ
ン
ド
の
改
修
と
企
画
・
運
営
を
行
い

ま
す
。 

１
億
３
，２
７
１
万
円

●
観
光
資
源
を
活
か
し
、
ま
ち
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
、
越
知
山
、
プ
ラ
ン

ト
ピ
ア
、
越
前
陶
芸
村
、
道
の
駅
「
越

前
」、
劔
神
社
周
辺
な
ど
、
各
地
区
の

観
光
施
設
の
再
整
備
基
本
構
想
を
策

定
し
ま
す
。 

９
３
６
万
円

②
未
来
を
担
う
人
材
を
育
む

　

特
色
あ
る
手
厚
い
教
育
の
実
践

●
き
め
細
か
な
教
育
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
指
導
主
事
や
教
育
相
談
員
、

小
学
校
の
複
式
学
級
講
師
、
小
・
中
学

校
生
活
支
援
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
を
採
用
し
ま
す
。

７
，１
４
４
万
円

●
小
規
模
小
学
校
が
合
同
で
授
業
を
行

う
「
あ
つ
ま
る
授
業
」
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
遠
隔
地
事
業
「
つ
な
が
る

事
業
」
に
よ
り
、
学
校
間
連
携
に
よ

る
授
業
を
実
践
し
ま
す
。 

１
８
０
万
円

●
児
童
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
授
業

を
行
う
た
め
、
小
中
学
校
に
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
の
機

器
類
を
更
新
し
ま
す
。５

，７
８
８
万
円

●
４
地
区
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統

合
し
、
新
し
い
統
合
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。（
今
年
度
は
測

量
や
設
計
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

８
，０
５
５
万
円

重
要
施
策

重
点
施
策

①
生
活
費 

…
…
…
…
…
… 

５
９
３
万
円

人
件
費
（
各
種
委
員
の
報
酬
や
職
員

給
与
に
係
る
お
金
）

物
件
費
（
施
設
の
管
理
費
や
事
業
の

委
託
料
）

補
助
費
な
ど
（
団
体
な
ど
に
対
す
る

負
担
金
や
補
助
金
）

﹇
前
年
度
よ
り
３
万
円
の
増
﹈

②
医
療
費 

…
…
…
…
…
… 

１
８
０
万
円

扶
助
費
（
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子

ど
も
の
福
祉
な
ど
に
係
る
お
金
）

﹇
前
年
度
よ
り
２
万
円
の
増
﹈

③
借
金
返
済
金 

…
…
…
… 

１
４
３
万
円

公
債
費
（
町
債
の
元
金
・
利
子
の
支
払

い
に
係
る
お
金
）

﹇
前
年
度
よ
り
34
万
円
の
減
﹈

④
家
の
新
増
築
や
家
財
な
ど
の
購
入
費

　
　
　
　

…
…
…
…
…
… 

１
８
２
万
円

普
通
建
設
事
業
費
（
施
設
や
道
路
な

ど
の
新
設
・
改
修
や
大
規
模
な
設
備
の

購
入
に
係
る
お
金
）

﹇
前
年
度
よ
り
49
万
円
の
減
﹈

平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
予
算
の
歳
入
と
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

１
，０
０
０
分
の
1
に
し
、
1
年
間
の
家
計
に
例
え
て
み
ま
す
。

劔神社
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町からのお知らせ



多
世
帯
同
居
住
ま
い
推
進
事
業

　

現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
の
多
世
帯
同
居
に

つ
な
が
る
改
修
工
事
を
行
う
場
合
に
、
工
事
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
住
宅
は
以
下
の
住
宅
で
す
。

・
新
た
に
世
帯
数
が
1
以
上
増
え
る
ご
家
庭
。

・
町
内
の
一
戸
建
て
住
宅
で
、
多
世
帯
同
居
に

伴
う
間
取
り
の
変
更
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

台
所
・
浴
室
な
ど
の
改
修
を
、
県
内
業
者
が

施
工
す
る
も
の
で
す
。
住
宅
（
母
屋
）
の
は

な
れ
の
新
築
（
敷
地
内
増
築
）
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　

最
大
80
万
円
（
工
事
費
の
2
分
の
1
以
内
）

多
世
帯
近
居
住
ま
い
推
進
事
業

　

直
系
親
族
が
住
ん
で
い
る
住
宅
の
近
く
で
、

こ
れ
か
ら
住
宅
を
建
設
ま
た
は
購
入
さ
れ
る

場
合
に
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
住
宅
は
以
下
の
住
宅
で
す
。

・
直
系
親
族
の
住
宅
の
同
一
小
学
校
区
内
ま

た
は
お
お
む
ね
車
で
5
分
圏
内
と
な
る
、
町

内
の
一
戸
建
て
住
宅
で
、
敷
地
面
積
が

２
０
０
㎡
以
上
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　

最
大
50
万
円
（
費
用
の
2
分
の
1
以
内
）

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
空
き
家
住
ま
い
支
援
事
業

　

越
前
町
の
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
て
い
る
空
き
家
を
購
入
ま
た
は
賃
貸
す
る

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
人
な
ど
へ
、
空
き
家
の
購
入

住
宅
の
改
修
・
購
入
等
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

お
よ
び
リ
フ
ォ
ー
ム
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
は
以
下
の
人
で
す
。

・
現
在
、
福
井
県
内
に
住
所
を
有
し
て
い
な
い

人
で
、
県
外
に
引
き
続
き
3
年
以
上
住
所
を

有
し
て
い
る
人

・
越
前
町
内
に
住
所
を
有
し
て
か
ら
2
年
以
内

の
人
で
、
そ
れ
ま
で
県
外
で
3
年
以
上
住
所

を
有
し
て
い
た
人

・
県
外
か
ら
県
内
の
大
学
な
ど
に
進
学
し
、
県

内
の
企
業
に
就
職
し
た
人
で
、
卒
業
後
2
年

以
内
の
人

・
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
賃
貸
で
居
住
さ
せ
る
空

き
家
所
有
者　

な
ど

【
補
助
金
額
】

　

購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
と
も
に
最
大
50
万
円

　
（
費
用
の
3
分
の
1
以
内
）

木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

　
大
規
模
地
震
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

実
施
す
る
耐
震
診
断
や
補
強
プ
ラ
ン
の
作
成
、
耐

震
改
修
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

⑴
耐
震
診
断
・
補
強
プ
ラ
ン
作
成
に
つ
い
て

　

対
象
と
な
る
住
宅
は
以
下
の
住
宅
で
す
。

・
福
井
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
が
、
住
宅
の

耐
震
性
能
を
診
断
し
、
具
体
的
な
耐
震
補
強

方
法
や
概
算
費
用
な
ど
の
簡
易
な
補
強
プ
ラ

ン
を
作
成
し
ま
す
。

・
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
の
木
造
住
宅
で
す
。

【
個
人
負
担
額
】
１
０
，０
０
０
円

⑵
耐
震
改
修
に
つ
い
て

　

対
象
と
な
る
住
宅
は
以
下
の
全
て
に
該
当
す

る
も
の
で
す
。

・
耐
震
診
断
・
補
強
プ
ラ
ン
作
成
を
行
っ
た
住

宅
で
、
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点
が
１
．

０
未
満
と
な
る
も
の

・
改
修
後
の
上
部
構
造
評
点
が
１
．０
以
上
と

な
る
も
の
。（
困
難
な
場
合
は
０
．７
以
上

と
な
る
も
の
）

・
工
事
監
理
を
、
福
井
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断

士
が
行
う
も
の
。

【
補
助
金
額
】

　

最
大
80
万
円
（
工
事
費
の
23
％
以
内
）

※
越
前
町
の
伝
統
的
な
古
民
家
（
建
設
後

50
年
を
経
過
し
た
住
宅
、
ま
た
は
終
戦

前
の
地
域
の
伝
統
的
民
家
の
意
匠
を
基

調
と
し
た
住
宅
）
に
つ
い
て
は
、
最
大

１
５
０
万
円
で
す
。

福
井
の
伝
統
的
民
家
普
及
促
進
事
業

　

伝
統
的
民
家
を
保
存
し
、
地
域
づ
く
り
お
よ

び
景
観
づ
く
り
を
普
及
促
進
す
る
た
め
、
伝
統

的
民
家
の
改
修
工
事
を
支
援
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
住
宅
は
以
下
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
も
の
で
す
。

・
福
井
県
か
ら
「
ふ
く
い
の
伝
統
的
民
家
」
と

し
て
認
定
を
受
け
た
住
宅

・
耐
震
診
断
お
よ
び
改
修
プ
ラ
ン
の
作
成
を

行
っ
た
住
宅

・
外
観
の
改
修
、
構
造
体
の
改
修
、
住
宅
に
付

属
す
る
土
蔵
の
外
観
や
門
お
よ
び
塀
の
改
修

な
ど
を
行
う
住
宅

【
補
助
金
額
】

　

伝
統
的
民
家
群
保
存
活
用
推
進
地
区
内

　
　

最
大
３
０
０
万
円

　
　
　
（
改
修
工
事
費
の
2
分
の
１
以
内
）

　

推
進
地
区
外

　
　

最
大
２
０
０
万
円

　
　
　
（
改
修
工
事
費
の
3
分
の
1
以
内
）

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
4
月
25
日
㈪

※
福
井
の
伝
統
的
民
家
普
及
促
進
事
業
を
除
く

　

い
ず
れ
の
補
助
も
、
工
事
着
工
前
に
申
請
し
、

町
の
交
付
決
定
通
知
な
ど
の
後
に
工
事
着
工
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
実
施
す
る
他

の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
工
事
で
あ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
工
事
の
補
助
対
象
部
分

を
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、

他
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

定
住
促
進
課　

☎
３
４‒

８
７
２
７

　平成28年4月から平成29年3月までの国民年金保険料は、月額「16,260円」です。
保険料をまとめてお支払いいただくと、さらにお得です。

（注） 口座振替の前納のお申し込み期限は、1年前納および6か月前納の上期が2月末、6か月前納の下期が8月末までとなっており、平
成28年度分の1年前納および6か月前納の上期のお申し込みは終了しております。

（注） 引き落とし日が休日の場合は、翌営業日に引き落としされます。
（注） 一部納付（半額免除など）の人の口座振替は、毎月納付（割引なし）となります。

問合せ先　武生年金事務所　☎23‒1126　　健康保険課　☎34‒8710

〈平成28年度 国民年金保険料納入額早見表〉

平成28年度 1か月分 6か月分 1年分 口座振替の引き落とし日

毎月納付
（納付書による現金納付および

翌月末振替の口座振替）
保険料額 16,260円 97,560円 195,120円 翌月末

（例）4月分→5月末日

現
金
納
付

6か月前納
保険料額 － 96,770円 193,540円

割 引 額 － 790円 1,580円

1年前納
保険料額 － － 191,660円

割 引 額 － － 3,460円

口
座
振
替

毎月振替
（当月末振替）
【早割】

保険料額 16,210円 97,260円 194,520円 当月末
（例）4月分→4月末日割 引 額 50円 300円 600円

6か月前納
保険料額 － 96,450円 192,900円 上期（4月～ 9月分）

→4月末日
下期（10月～ 3月分）

→10月末日割 引 額 － 1,110円 2,220円

1年前納
保険料額 － － 191,030円 4月～翌年3月分

→4月末日割 引 額 － － 4,090円

平成28年度国民年金保険料のお知らせ

　
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
へ
登
録
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
登
録
で
き
る
の
は
、

居
住
を
目
的
と
し
て
建
築
し
、
現
に
居

住
し
な
く
な
っ
た
（
予
定
も
含
む
）
町

内
に
存
在
す
る
一
戸
建
て
住
宅
で
す
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
へ
登
録
す
る

と
、
越
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
情

報
が
掲
載
さ
れ
、
空
き
家
を
探
し
て
い

る
人
へ
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
な

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
へ

り
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
し
、
県
外
か
ら
Ｕ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
す
る
人
が
購
入
さ
れ
る

と
補
助
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
併
せ
て
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

定
住
促
進
課　

☎
３
４‒

８
７
２
７

空き家情報バンクの仕組み

福井県　空き家情報バンク

空き家情報
のリンク

情報交換
閲覧
問合せ登録申込

仲介業者の
選定依頼

仲介の依頼

仲介業者の
選定依頼

仲介業者の
選定

情報提供

交渉

仲介

契約の締結

注）町および県は情報提供を行うのみで、売買・賃貸に関する利用希望者
　　との交渉や契約などに関する仲介行為は一切行いません。

情報交換

越　前　町
空き家情報バンク

宅地建物取引業者

福井県宅地宅建協会

空
　
　
き
　
　
家
　
　
所
　
　
有
　
　
者

利
　
　
用
　
　
希
　
　
望
　
　
者
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　平成28年度の越前町農作業（稲作）標準料金は次のとおりです。農作業標準料金は、農作業の受委託契約を結ぶ
にあたって目安となるよう定められたもので、毎年見直しを行います。料金表を参考に、地形・圃場条件などにより、
当事者間で話し合いにより決定してください。

下水道は自然の浄化作用に代わり人工的に汚水を処理する施設で、美しい自然環境を保
持しながら快適で衛生的な生活環境をつくるための具体的な方法が下水道の整備です。
自然環境を保持していくことは、現代に生きる私たちの使命です。下水道に接続され
ていない人は、一日も早く下水道に接続しましょう。

※標準料金に消費税は含まれておりません。

（単位：10 a 当り）

作業区分 標準料金（円） 適　　　　要

耕　　　起 6,500  耕うん作業1回がけ

代　か　き 7,600  耕うん作業2回がけ

田　植　機
（側条施肥機） 8,000  苗代および肥料代は含まない

コンバイン 15,500  生産物の運搬は含まない

圃場条件 標準料金指針

おおむね30a以上  標準料金適用

おおむね30a未満  標準料金に5％加算

おおむね20a未満  標準料金に10％加算

おおむね10a未満  標準料金に10～ 30％加算

農作業標準料金のお知らせ

下水道に接続しましょう

※参考 平成27年3月31日現在

下水道に接続することができる区域の人口

22,591人（7,220世帯）

下水道に接続している人口

20,614人（6,444世帯）
約2,000人が下水道に接続して
いないことになります。

　平成28年度からの均等割額軽減措置について、その一部の判定基準が次のように見直されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　このほか、平成28・29年度の保険料率は、医療費の増加に伴い上昇する予定でしたが、これまで同様、均等割額
43,700円、所得割率7.90%に据え置かれることになりました。

　保険料の納付方法は、年金から天引きされる「特別徴収」と、納付書または口座振替で支払う「普通徴収」があ
ります。納付書で支払っている人は手元に未納の納付書が残っていないか、口座振替の人は振替不能の通知が届い
ていないかご確認ください。また、年金から天引きされている人でも、年度の途中で保険料額に増減があった場合
などは、年金天引きと併せて納付書でもお支払いただいたり、年金天引きから納付書納付へ切替わったりすること
があります。
　納付方法に関係なく、保険料の納め忘れがないかを今一度ご確認ください。

問合せ先　福井県後期高齢者医療広域連合　☎0776‒54‒6330　　健康保険課　☎34‒8710

後期高齢者医療保険料の均等割額軽減の基準が見直されます

世帯の総所得金額等が
基礎控除額（33万円）＋ 26.5万円 × 世帯の被保険者数

以下の場合
⇒　5割軽減

世帯の総所得金額等が
基礎控除額（33万円）＋ 48万円 × 世帯の被保険者数

以下の場合
⇒　2割軽減

※「世帯の総所得金額等」とは、被保険者およびその世帯の世帯主について算定した所得金額の合計です。

　

入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
通
学
に
不
慣
れ
な

子
ど
も
た
ち
が
増
え
る
と
と
も
に
、
初
心
者

マ
ー
ク
を
は
っ
た
車
も
増
え
非
常
に
危
険
で

す
。
新
入
学
児
童
な
ど
に
対
す
る
交
通
ル
ー
ル

の
理
解
と
交
通
マ
ナ
ー
の
習
慣
付
け
が
重
要

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
族
ぐ
る
み
で
、
交

通
事
故
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●

4
月
10
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
再
度
交
通
安
全

に
心
が
け
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
で
道
路
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

防
災
安
全
課　

☎
３
４‒

８
７
２
１

4
月
6
日
か
ら
15
日
は
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
で
す

　

平
成
29
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る「
第
3
次
越
前
町
地
域
福
祉
計
画
」お
よ

び
「
第
3
次
越
前
町
障
害
者
計
画
」
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
幅
広
く

お
聞
き
し
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
町
民

の
立
場
か
ら
参
画
い
た
だ
く
策
定
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
数　

1
人

任　
　

期

　

委
嘱
日
か
ら
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

対
象
者

　

町
内
在
住
の
20
才
以
上
の
人
で
委
員
会
に
出

席
可
能
な
人
（
会
議
は
5
回
程
度
）

応
募
方
法

　

福
祉
課
に
設
置
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
、

ご
意
見
「
地
域
福
祉
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
を

ご
記
入
の
上
、
福
祉
課
ま
で
持
参
す
る
か
、
郵

送
、
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
締
切　

4
月
20
日
㈬　

午
後
5
時

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
文
書
に
て
お
知
ら

　
　
　
　
　

せ
し
ま
す
。

※
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
平
成
19
年
度
よ
り

こ
れ
ら
の
計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先　

　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

「
第
3
次
越
前
町
地
域
福
祉
計
画
」 「
第
3
次
越
前
町
障
害
者
計
画
」
の

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

こ
の
法
律
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
や
、
国

の
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
お
よ
び
民

間
事
業
者
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
な
ど
に
つ
い
て

定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
国
民
が
障

害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な

が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

●

障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
の
禁
止

　

正
当
な
理
由
な
く
、
障
害
を
理
由
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
制

限
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

●

合
理
的
配
慮
の
提
供

　

障
害
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を
求

め
る
意
思
表
示
が
あ
っ
た
場
合
は
、
負
担
に

な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
、
日
常
生
活
や
社
会

生
活
を
送
る
上
で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
も
の

を
取
り
除
く
た
め
に
必
要
な
合
理
的
配
慮
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

NO!

RESTAURANT

NO!

　

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
国
の
行
政
機
関
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
お
よ
び
民
間
事
業
者

に
よ
る
「
不
当
な
差
別
的
扱
い
」
と
「
合
理

的
配
慮
の
不
提
供
」
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

MENU

本日のメニューは
………
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相続登記をしないで
放っておくと…

未来につなぐ相続登記　～次世代の子どもたちのために～

自分の権利を大切にするとともに、未然にトラブルを
防ぐためにも早めの相続登記をおすすめします。

　土地や建物の「相続による所有権移転」登記は、
不動産の所在地を管轄する法務局に申請が必要です。

相続が2回以上重なる
と、相続人の確認に相当
な時間や費用がかかる。

用地買収の話がもちあ
がったため兄弟間で争
いになった。

空き家の所有者
との交渉ができ
ない。

不動産を売却した
い時にすぐに売る
ことができない。

法務省ホームページ「申請書の様式」
http://houmukyoku.moj.go.jp/homu/category_00001.html

法務省ホームページ「未来につなぐ相続登記」
http://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00207.html

司法書士アクセスブック「よくわかる相続」 
（日本司法書士会連合会のホームページからダウンロードできます。）

問合せ先　税務課　☎34‒8709

午前10時～午後3時まで

福井県司法書士会（無料相談）
司法書士総合相談センター 

☎ 0776‒30‒0771
相談予約

上重な

者
き

　

固
定
資
産
税
の
縦
覧
と
は
、
納
税
者
が
町
内

に
あ
る
他
の
土
地
お
よ
び
家
屋
の
評
価
額
を

比
較
す
る
こ
と
で
、
本
人
の
資
産
の
評
価
が
適

正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
制

度
で
す
。
期
間
中
に
限
り
「
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
を
縦
覧

で
き
ま
す
（
無
料
）。

　

期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

期　

間　

4
月
1
日
㈮
〜
5
月
2
日
㈪

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

時　

間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

場　

所　

税
務
課

縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
・
納
税
管
理

人
・
相
続
人
・
代
理
人

開
催
日
6
月
か
ら
11
月
ま
で
の
毎
週
水
曜

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
（
20
回
）

場　

所
福
井
県
視
覚
障
害
者
情
報
文
化
会
館

（
福
井
県
福
井
市
光
陽
２‒

17‒

８
）

対　

象
・
63
歳
ま
で
の
人
（
学
生
さ
ん
は
除
き
ま
す
）

・
ワ
ー
プ
ロ
・
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

程
度
の
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
出
来
る
人

受
講
料
３
，０
０
０
円
（
資
料
代
）

※
但
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
を
お
持
ち

で
な
い
人
は
別
途
購
入
が
必
要
で
す
。

講
習
内
容

目
の
不
自
由
な
人
に
、
本
な
ど
に
書
か

れ
た
内
容
を
、
音
声
で
伝
え
る
方
法
を

勉
強
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度

「
平
成
28
年
度
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会（
初
級
）」の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

必
要
な
も
の

　

納
税
義
務
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書

類
（
平
成
28
年
度
納
税
通
知
書
や
運
転
免
許
証

な
ど
）。

　

代
理
人
が
縦
覧
さ
れ
る
場
合
は
、
委
任
状
・

代
理
人
の
運
転
免
許
証
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
法
人
の
場
合
は
、
委
任
状
に
代
表
者

印
を
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
が
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
に
つ
い
て
は
、

期
間
外
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

は
4
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

※
土
地
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
、
家
屋
の
み
を
所
有
し
て
い
る

人
は
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

税
務
課　

☎
３
４‒

８
７
０
９

　

5
月
27
日
㈮
ま
で
に
お
電
話
に
て
、
左
記
ま

で
要
項
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

福
井
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

　

情
報
提
供
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
７
７
６‒

２
３‒

４
６
４
７

日　
　

時　
5
月
15
日
㈰ （
予
備
日
：
5
月
22
日
㈰
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜

場　
　

所　

織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格

　

町
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
15
歳

以
上
の
人
。

　

た
だ
し
、
学
生
で
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て

い
る
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

チ
ー
ム
編
成

　

監
督
を
含
む
選
手
10
人
以
上
20
人
以
内
。

競
技
方
法

　

町
内
4
地
区
の
対
抗
戦
と
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
7
回
戦
で
お
こ
な
い
ま
す
。

参
加
料　

1
チ
ー
ム　

１
，０
０
０
円

申
込
方
法

　

期
限
ま
で
に
所
定
の
参
加
申
込
用
紙
に
記

入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
、
事
務
局
・
各
地
区
問
合
せ
先

に
あ
り
ま
す
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

「
第
11
回
越
前
町
民
軟
式
野
球
大
会
」
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

申
込
期
限　

4
月
30
日
㈯
必
着

申
込
先　

事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

事
務
局
・
各
地
区
問
合
せ
先

　

越
前
町
軟
式
野
球
協
会
事
務
局

 

高
島
隆
治

 

　
（
㈲
佐
々
木
隆
文
堂
内
）

 

☎
０
９
０‒

２
８
３
３‒

２
５
８
７

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
６‒

０
６
６
０

　

朝
日
地
区　

時
田
典
和

 

☎
３
４‒

１
１
１
６

　

宮
崎
地
区　

政
所
瑞
紀

 

☎
０
９
０‒

３
２
９
４‒

０
６
８
４

　

越
前
地
区　

京
矢
明
宏

 

☎
０
９
０‒

５
６
８
４‒

６
１
４
２

　

織
田
地
区　

宮
崎
一
夫

 
☎
０
９
０‒

３
８
８
７‒

４
６
４
４

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
小
中
学
生
の
保
護
者
に
対
し
て

町
が
支
援
を
行
い
ま
す
。
保
護
者
か
ら
の
申
請

に
よ
り
所
得
を
審
査
し
、
準
要
保
護
児
童
生
徒

と
し
て
認
定
さ
れ
た
場
合
、
学
用
品
費
、
修
学

旅
行
費
な
ど
の
一
部
、
学
校
給
食
費
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

援
助
を
必
要
と
さ
れ
る
人
は
、
学
校
で
申

越
前
町
就
学
援
助
費
支
給
制
度
（
小
中
学
生
対
象
）
の
お
知
ら
せ

請
書
を
受
け
取
り
、
お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当

す
る
民
生
児
童
委
員
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
度
の
途
中
で
家
庭
環
境
が
変
わ
っ
た

場
合
な
ど
、
い
つ
で
も
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

学
校
教
育
課　

☎
３
４‒

８
７
１
６

イラスト／いらすとやより

　平成27年度のダイオキシン類測定結果は、次のとおり排出ガス、土壌とも国の基準を大幅に下回っています。

【お願い】　・持ち込んだ物の荷降ろしは各自でお願いします。その際は、お手伝いさせていただきます。
　　　　　・ごみを持込む際は、車の荷台にロープやシートを掛け、落下や飛散に注意してください。

・環境にやさしく、施設を安全に使用していくため、燃えるごみ、燃えないごみ、大型ごみなどの分別
は正しく行ってください。

問合せ先　鯖江クリーンセンター　☎51‒2310

調査場所
測定日および測定結果

国の基準
平成27年7月15日 平成27年12月24日

鯖江クリーンセンター
Ａ系焼却炉 0.53 0.23 

5
鯖江クリーンセンター

Ｂ系焼却炉 0.45 0.78 

排ガス 単位：ng-TEQ/Nm3

1ng（ナノグラム）=10億分の1g

調査場所
測定日および測定結果

国の基準
平成27年10月28日

鯖江市石田上町
西公園グラウンド 0.003 1,000

1pg（ピコグラム）=1兆分の1g

単位：pg-TEQ/g土　壌

鯖江クリーンセンターからのお知らせ
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防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

消防署からのお知らせ

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://wp.fd-sabaenyu.jp/

山火事のほとんどが、ちょっとした火の取扱いの不注意で発生しています。
  山やその周辺では、次のことに心掛け、火事が発生しないようにしましょう。
なお、山での枝などの焼却は規定により禁止されています。（適用除外有り）

　越前分遣所の救急車が、更新時期を迎えたため第二の
活躍の場としてモンゴルへ贈られました。
　2月27日、鯖江・丹生消防組合消防署で実施された贈
呈式は、大相撲の横綱日馬富士関（同国出身）出席のもと、
内藤越前町長、牧野鯖江市長からレプリカキーが手渡さ
れました。

　一人一人が森林の大切さを確認し防火意識を高めることが最も大切です。
　貴重な森林を火災から守るため、みなさんのご協力をよろしくお願いします。

①枯れ草など、火災が起こりやすい場所では、たき火をしない
②たき火の場所を離れる時は、完全に消火する
③風のつよいとき、空気が乾燥している時は、たき火、野焼きをしない
④たばこの吸殻は必ず消し、絶対投げ捨てない
⑤火遊びはしない

STOP the 山火事！！

救急車をモンゴルへ贈りました

平成27年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  2月16日～3月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成27年度町道乙坂・気比庄線消雪施設整備工事 気 比 庄 6,944,400 円 丹南開発㈱ 建 設 課

平成27年度町道福井線道路改良工事（その９） 上 糸 生 4,201,200 円 西田中建設㈱ 建 設 課

平成27年度町道福井線道路改良工事（その10） 上 糸 生 4,644,000 円 西田中建設㈱ 建 設 課

平成27年度町道小樟大樟線道路改良工事 小 樟 1,296,000 円 ㈱大生 建 設 課

越前がにミュージアム施設整備工事（その２） 厨 7,527,600 円 ㈱大生 農林水産課

平成27年度新庄山車会館修繕工事その２ 気 比 庄 3,564,000 円 西田中建設㈱ 商工観光課

福
井
ミ
ラ
ク
ル
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ　

Ｖ
Ｓ

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ー
ム（
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
）

　

球
春
到
来
！！
今
年
の
福
井
ミ
ラ
ク
ル
エ
レ

フ
ァ
ン
ツ
公
式
戦
「
越
前
町
の
日
」
は
、
あ
の

ミ
ス
タ
ー
タ
イ
ガ
ー
ス 

掛
布
雅
之
氏
が
率
い

る
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ー
ム
チ
ー
ム
と
の
対

戦
で
す
。
昨
年
の
前
期
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い

活
躍
を
、
今
年
も
期
待
し
ま
し
ょ
う
。
が
ん
ば

れ
、
ミ
ラ
ク
ル
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
。
熱
い
戦
い
に

乞
う
ご
期
待
。

　

な
お
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
無
料
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
を
先
着
２
０
０
人
に
お
配
り
し
ま
す
。

　

申
込
み
受
付
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

で
行
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

試
合
日
時

　

5
月
29
日
㈰

　

開　
　

場　

正
午

　

試
合
開
始　

午
後
1
時
（
雨
天
中
止
）

試
合
会
場

　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場

　
「
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
」

　
（
福
井
市
安
田
町
５
０‒

４‒

１
）

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
情
報

　

※
日
付
指
定
な
し　
　

※
全
席
自
由

　

当
日
券　

１
，２
０
０
円

　

前
売
券　

１
，０
０
０
円

　

小
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

試
合
前
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
セ
レ
モ
ニ
ー
出
演

団
体

　

ア
イ
ア
イ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ

　

日
吉
太
鼓

バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ 

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
＆

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
ヴ
ィ
ー
タ

★
送
迎
バ
ス
（
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
球
団
バ
ス
）
も

運
行
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
午
前
11
時
30

分
）
〜
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場
「
福
井
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
」

帰
り
は
、
試
合
終
了
後
（
20
分
後
）
に
球
場

を
出
発
し
ま
す
。

※
球
場
の
外
で
は
、
越
前
町
の
特
産
品
、
様
々

な
飲
食
物
や
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
グ
ッ
ズ
な
ど
も

販
売
し
て
い
ま
す
。

※
試
合
終
了
後
に
親
子
ふ
れ
あ
い
野
球
教
室
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
３
４‒

８
７
３
０

福
井
ミ
ラ
ク
ル
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
公
式
戦
「
越
前
町
の
日
」

熱
い
戦
い
を
見
逃
す
な
！！

「
四
季
の
植
物
」

　

昔
か
ら
「
植
物
」
は
絵
画
や
工
芸
品
に
様
々

な
表
現
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
、
私
達
の
一

番
身
近
に
あ
る
題
材
で
す
。「
春
が
来
る
喜
び
」

「
旅
の
楽
し
み
」
な
ど
、
作
家
が
ど
の
よ
う
な
思

い
を
植
物
に
託
し
た
の
か
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雨
田
光
平
記
念
館　

春
の
展
示
開
催
の
お
知
ら
せ

春
、
陶
来
。
第
６
回
越
前
陶
芸
村
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
開
催

会　
　

期　

4
月
1
日
㈮
〜
6
月
26
日
㈰

開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

会
期
中
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
・
5
月
6
日
㈮

観
覧
料

　

一　

般　

１
０
０
円

　

団　

体　
（
20
人
以
上
）　

80
円

　

共
通
券　

２
０
０
円

　
（
と
な
り
の
文
化
歴
史
館
が
見
学
で
き
ま
す
）

※
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で

す
。
入
館
の
際
、
受
付
で
年
齢
の
わ
か
る

も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

会
場
・
問
合
せ
先

　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６‒

２
６
６
６

　

桜
、
ア
ー
ト
、
自
然
が
調
和
す
る
越

前
陶
芸
公
園
で
、
ワ
ク
ワ
ク
を
体
感
し

よ
う
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ク
ラ
フ
ト
、

フ
ー
ド
、
１
３
０
店
が
集
結
。
そ
の
他
、

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。　

日　
　

時　

４
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場　
　

所　

越
前
陶
芸
村

問
合
せ
先

　

越
前
陶
芸
村
し
だ
れ
桜
ま
つ
り

　

実
行
委
員
会　

☎
３
２‒

２
１
７
４

内　容

9
日
㈯

10：00 ～  鯖江丹生消防音楽隊&カラーガード隊

11：00～ 仁愛女子高等学校　書道部

12：00～ 藤島高等学校　ジャグリング部

13：00～ 武生商業高等学校　吹奏楽部

14：30～ キッズダンス
 LITTLE JUMP/LITTLE BOARS/OTA

10
日
㈰

10：00 ～ 明神ばやし保存会

11：00～ バトントワリング
フェリーチェヴィータ /リトル☆フェリー
チェ /フェリーチェ /福井中学校・高等学校

12：00～ バルーンアートショー

13：00～ バトントワリング

14：00～ スコップ三味線　七瀬スコッパーズ

両
日
10：00 ～ とれたて朝市

11：45～ つきたて餅のふるまい　　　　　　他
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果てるまで自分の足で歩く夢 竹内　涼子
二人してつけた足跡宝物 山田千栄子川 柳 カラオケにすっかり嵌まり足抜けぬ 冨田コズヱ

小者です堪忍袋破裂する 渡辺　照子川 柳

越前焼で珈琲時間

風しん予防接種費用の一部を助成します（成人）

【費用助成となる接種期間】
平成28年4月1日～平成29年3月31日

【助成対象】
平成2年4月1日以前に生まれ、接種日に町内に住所があり⑴～⑶のいずれかに該当する人
⑴ 妊娠を希望している女性　⑵ 妊娠を希望または妊娠している女性の夫
⑶ 風しん抗体陰性の妊婦の同居家族

【申請時の必要書類】
①領収書の原本　②予防接種済証の写し　③通帳の写し　
⑶ に該当する人は、④母子健康手帳をご持参ください。

　平成28年度も引き続き予防接種費用を助成します。風しんワクチン
もしくは麻しん風しん混合ワクチンを接種した人は、健康保険課まで
申請してください。

　
「
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
」、「
ひ
ど
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
」、「
人
間
関
係
で

悩
ん
で
い
る
」、「
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る
」
な
ど
、
つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日　
　

時

4
月
26
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　
　

所　

越
前
町
役
場　

別
館

料　
　

金　

無　

料

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

千
崎　

愛　

氏
（
臨
床
心
理
士
）

・
予
約
制
（
匿
名
で
も
可
）

・
相
談
時
間
は
、
一
人
50
分
程
度

　
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

予防接種のお知らせ

麻しん風しん混合ワクチン予防接種（MR2期）のお知らせ
　麻しん風しん混合ワクチンは、1歳児に1回接種しますが
予防効果を高めるため、就学前に2回目の接種をします。

【接種期間】　平成28年4月1日～平成29年3月31日

【対 象 者】　年長児相当（平成22年4月2日～平成23年4月1日生）
※対象者には通知しています。

【接種場所】　町内の指定医療機関（1週間前に要予約）
※県内の広域的予防接種を行う指定医療機関でも受けることができます。
　詳しくは町のホームページなどでご確認ください。

【持 ち 物】　予診票、母子健康手帳、子ども医療費受給資格証、健康保険証（費用は無料）

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支
援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
（
心
理
相
談

員
）
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

4
月
12
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士

相
談
時
間　
約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談
で
す

　
　
　
　
　
（
予
約
制
）

料　
　

金　

無　

料

申
込
み
・
問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

「
発
達
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

　肺炎で一番多い病原菌は、 ｢肺炎球菌｣ です。肺炎球菌ワクチンを接種しておくと、肺炎の予防や肺炎
にかかっても軽い症状ですむ効果が期待されます。今年度の助成対象者にはがき（接種券）をお送りしま
したので、体調の良い時にお受けください。

【対　　　　象】 ①平成28年度中に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる人
②60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能障害またはヒト免疫不
全ウイルスによる免疫の機能障害を有する人で身体障害者手帳1級の人（該当する人は
申請してください）。
※通知が届いた人でも、過去に高齢者用肺炎球菌ワクチンを接種したことのある人は、
定期接種対象外となります。

【接 種 期 間】 平成28年4月1日～平成29年3月31日

【自己負担額】 4,000円

【指定医療機関】 丹南5市町（越前市、鯖江市、池田町、南越前町、越前町）
※入院、入所など丹南5市町で受けることができない人は、健康保険課までお問い合わ
せください。

高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

　

四
季
を
通
し
て
撮
っ
た
植
物
園
内
の
写
真
と

み
ど
こ
ろ
を
展
示
し
ま
す
。
植
物
園
の
友
の
会

員
で
あ
る
井
上
登

美
子
氏
が
、
身
近

で
み
る
こ
と
が
で

き
る
四
季
折
々
の

植
物
た
ち
の
瞬
間

を
写
真
に
収
め
た

も
の
で
す
。
ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
植
物
写
真
展
」
│ 

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
の
花
た
ち 

│

日　
　

時

　

4
月
2
日
㈯
〜
4
月
11
日
㈪

　

午
前
９
時
〜
午
後
5
時

　
（
最
終
受
付
は
午
後
4
時)

場　
　

所　

植
物
館 

１
階 

研
修
室

入
園
料

　

一　

般　

３
０
０
円

　

中
学
・
高
校
生　

２
０
０
円

　

小
学
生　

１
０
０
円

問
合
せ
先

　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　

☎
３
４‒

１
１
２
０

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

4
月
の
休
館
日　
4
・
11
・
18
・
25
日

開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）　 
入
館
料　
無
料

4
月
の
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館　

会
館
情
報

 常時100点以上ある
越前焼作家のコーヒ
カップ中からお好きな
カップを選んで珈琲が
楽しめるセルフカェ
　陶芸公園を眺めなが
ら、ゆったり…のんび
り…

Cafe 展
～陽だまりの小物たち～

4月9日（土）
～ 5月30日（月）
　お気に入りの小物
たちに囲まれて春の
テーブルを「ウキウ
キ」させましょ♡
　コーヒーカップや
ケーキ皿をはじめ、
Café 気分を楽しめ
る小物たちを集めま
した。
　わたしの「ウキウ
キ！」をみーつけ！！
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詰め放題小さい袋欲と見栄 山内　千代
ありがとうお世話になるね紙おむつ 山谷　ゆり川 柳 紙に書き安心している脳の中 松村　典子

漉く音が聞こえる越前和紙の里 武藤　久子川 柳

図　書　館　だ　よ　り

2016年・第58回こども読書週間
4月23日（世界本の日・子ども読書の日）～ 5月12日

今年の標語「四角い本に　まあるい心」
　この標語には、子どもたちが元々持っている無邪気でまんまるな笑顔、そして本を読みふわっと温まる心を
「まあるい」と表現し、たくさんの本とふれあって優しい心がずっと続きますようにとの思いがつまっています。
　小さいときから本を読む楽しさを知っていることは、子どもが大きくなるためにとても大切なことです。
　「こどもの読書週間」のあいだ、図書館ではおすすめ本の展示やイベントを行います。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド

※番組は予告なく変更されることが
ありますので、ご了承ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　  ☎21－3277   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　  URL／ http：//www.t-catv.co.jp

4月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

■ 「越前町いきいき情報局」
平成28年度当初予算と重点施策について
【4月9日㈯～4月22日㈮】

福井ミラクルエレファンツ公式戦
「越前町の日」開催
【4月23日㈯～5月6日㈮】

■ 「丹南のお店情報 みせばん」
お食事処　ごぜん家（手打ちそば )
【4月16日㈯～4月22日㈮】

■「Jr.＋（ジュニアプラス）」
織田スポーツ少年団
少林寺拳法
【4月16日㈯～4月22日㈮】

■ 「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
西徳寺保育園
【4月9日㈯～4月15日㈮】

※その他の番組の放送予定や放送時間は
丹南ケーブルテレビ㈱のホームページ
でご確認ください。

子　育　て　ア　ド　バ　イ　ス

　ヒトは、寝て食べてはじめて活動できる動物です。その活動の中身が勉強であり、遊びであり、周りの人とのコミュニケーショ
ンなのです。寝ないで活動してもうまくいかないし、食べないで活動しても同じです。しっかり食事をとることで活動は充実し、
活動して食べることでよく眠ることができ、さらに、眠り、活動することで食事もすすむ、というように、眠りと食事と活動は
密接に結びついています。

得々情報

　毎年、越前町国民健康保険（30歳以上）、後期高齢者医療制度に加入されている人を対象に人間ドック
の助成を実施しています。
　多くの加入者に人間ドックを利用していただくため、平成28年度から申込み方法などが変わります。
※助成金（28,000円）、定員数（国民健康保険125人、後期高齢者医療制度3人）については変更ありません。

※後期高齢者医療制度の加入者は、織田病院と公立丹南病院のいずれかになります。

変更点
平成27年度 平成28年度

案内方法 広報えちぜん 対象者には5月上旬に健診受診券と一緒に案内、申込書を送ります。

申込み・
予約方法

病院に直接申込みをして
予約をする。

案内に記載してある受診日から希望日を記入して、役場に申込書を
提出してください。

先着順 抽選　→　当選者に通知
（前年度、ドック未受診者が優先）

受診時期 4月～ 3月末 6月下旬～ 3月末

医療機関
織田病院　公立丹南病院
県民健康センター
福井県済生会病院

織田病院　公立丹南病院　県民健康センター　福井県済生会病院
福井赤十字病院

こちら健康増進係第11回

平成28年度　一日人間ドック変更のお知らせ

　毎年、3月下旬から申込書を各世帯に配布していましたが、 ｢自分は何が受診できるのかわからない｣ 「病
院で受けたくても受診券が手元にない」とのご意見がありました。
　平成28年度から20歳以上の対象者には5月上旬に受診券と詳しい案内をお送りいたします。これは申込
書ではありませんので、捨てないでください。詳しい内容については、5月広報でご案内します。

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

平成28年度の特定健診・がん検診・人間ドックの申込みについて

図書館イベント案内

全館共通

よい絵本の展示・貸出
4月23日（土）～ 5月12日（木）

越前町立図書館

工作【読書ノート】
4月23日（土）　15：00～
読書の記録を書く自分だけのノートを作ろう。

宮崎分館

「本のムシになろう！」
4月21日（木）～ 5月下旬
「おすすめ」シールがついた本を借りてスタンプを集めると、5月開

催（木曜日予定）の「おはなしひろば」でミニゲームに参加できます。

織田分館

講談社「本とあそぼう　全国訪問おはなし隊」
4月20日（水）　10：00～ 11：05

このリズムが大切です
早起きをする

早く寝て、ぐっすり寝る

朝ごはんを食べる

よく動く運動・外遊び

●カーテンや雨戸を開けて朝
の光を浴びよう
●散歩やラジオ体操など、朝
の活動にチャレンジしよう

●テレビやゲームは時間を決めようね
●寝るときは電気を消して暗くすると
からだにいいんだよ
●夕食や夜食を遅くに食べすぎないよ
うにね！

そうだ、やっぱり
はやね・はやおき・朝ごはん！

このリズムが
大切だよ！

●食べた後の歯磨きも忘れ
ずにね！

●朝ウンチはいい習慣だよ

●昼間にスポーツや遊びで、
たくさんからだを動かそう

はや
よ

大

広報 えちぜん 22平成28年４月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん23 平成28年４月号

健康な暮らしのために得々情報



春よ春うれしい悲鳴熨斗袋 原　　榮子
紙の里辿れば深い森だった 木下百合子川 柳 紙粘土自画像の鼻少し盛る 司辻　文子

一枚の紙上の記事が火種抱く 向当みつ子川 柳 広報 えちぜん 24平成28年４月号広報 えちぜん25 平成28年４月号

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
3535

―
大
谷
寺
石
造
九
重
塔

―
大
谷
寺
石
造
九
重
塔  

編
―
編
―

学
Ｍ 
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
も
大
谷
寺
境
内
に
あ
る
石
造

九
重
塔
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
早
速
で
す
が
、
こ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
Ｍ
は
、石
造
九
重
塔
の
初し

ょ

層そ
う

軸じ
く

部ぶ

を
指
さ
す
。

学
Ｍ 

こ
こ
に
梵
字（
図
）

 

が
見
え
ま
す
ね
。

Ｅ
子 

は
い
。
た
し
か
、阿
弥
陀
如
来
を
表
す「
キ
リ
ー
ク
」

で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
の
と
お
り
で
す
。
初
層
軸
部
の
正
面
に
は
阿
弥

陀
如
来
、右
面
に
聖
観
世
音
菩
薩
を
表
す「
サ
」、左

面
に
勢せ

い

至し

菩
薩
を
表
す
「
サ
ク
」
の
梵
字
が
彫
ら
れ

て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

つ
ま
り
、
こ
の
石
塔
は
阿
弥
陀
如
来
を
祀
っ
て
い

る
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

え
え
、阿
弥
陀
如
来
・
観
世
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
の

組
み
合
わ
せ
は
「
阿あ

弥み

陀だ

三さ
ん

尊ぞ
ん

」
と
呼
ば
れ
、
長
野

県
善
光
寺
の
本
尊
が
有
名
で
す
。

 

平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
浄
土
教

が
隆
盛
し
、
善
光
寺
本
尊
を
模
し
た
仏
像
が
全
国

で
造
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

こ
の
九
重
塔
も
、
当
時
の
越
前
で
浄
土
教
が
流
行

し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
な
の
で
す
ね
。

 

ひ
と
つ
疑
問
が
あ
っ
て
、
石
塔
に
表
さ
れ
た
梵
字

な
ど
を
「
越え

ち

前ぜ
ん

式し
き

月が
ち

輪り
ん

」
と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

「
月が

ち

輪り
ん

」
は
円
形
の
線
で
、
満
月
の
よ
う
に
仏
の
智

徳
が
欠
け
る
こ
と
が
な
い
様
子
を
図
化
し
た
も
の

で
す
。

 

全
国
に
は
、
月
輪
の
中
に
如
来
や
菩
薩
を
表
す
梵

字
を
刻
ん
だ
資
料
が
数
多
く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
越
前
で
は
蓮
の
葉
を
か
た
ど
っ
た
蓮れ

ん

華げ

座ざ

の
上
に
、
周
囲
を
小
さ
な
花
（
小
花
弁
）
で
装
飾

し
た
月
輪
を
配
置
す
る
事
例
が
多
く
、
こ
の
組
み

合
わ
せ
を「
越
前
式
月
輪
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

Ｅ
子 

越
前
式
月
輪
は
、
越
前
以
外
の
地
域
に
も
あ
る
の

で
す
か
？

学
Ｍ 

基
本
的
に
越
前
を
中
心
に
分
布
し
、
若
狭
の
小
浜

市
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
敦
賀
市

で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
部
、
石
川
県
小
松

市
に
も
あ
り
ま
す
が
、
後
世
に
な
っ
て
移
築
し
た

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
越
前
式
月
輪
の
分
布
は
、
石
塔
を
製

作
し
た
石い

し

工く

の
活
動
範
囲
を
示
す
と
解
釈
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ｅ
子 
た
し
か
に
、
当
時
は
誰
で
も
が
石
材
を
採
掘
で
き

た
わ
け
で
は
な
い
で
す
ね
。

学
Ｍ 
そ
の
通
り
で
す
。
お
そ
ら
く
、
越
前
式
月
輪
を
刻
ん

だ
集
団
に
石
材
の
採
掘
や
加
工
が
認
め
ら
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。

 

全
国
に
は
、地
域
ご
と
に
こ
の
よ
う
な
石
工
集
団
が

存
在
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
、
中
世
に
お
け
る
石

材
の
採
掘
や
加
工
の
実
態
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

大
谷
寺
石
造
九
重
塔
の
基
礎
に
銘
文
が
あ
り
、「
大

工
平
末
光
」と
読
め
ま
す
。
こ
の「
平
末
光
」は
、
越

前
の
石
工
な
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

か
つ
て
は
、
同
姓
同
名
の
名
前
が
大
阪
府
に
あ
る

灯と
う

籠ろ
う

の
銘
文
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
畿
内
の
石
工

が
出
張
し
、
こ
の
石
造
九
重
塔
を
製
作
し
た
と
考

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

 

し
か
し
、
越
前
式
月
輪
の
分
布
や
当
時
の
石
材
採

掘
の
実
態
か
ら
、
こ
の
「
平
末
光
」
は
越
前
の
石
工

だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

石
塔
の
銘
文
や
装
飾
か
ら
、
色
々
な
こ
と
が
わ
か

る
の
で
す
ね
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

幸
若
舞
に
関
す
る
初
出
記
事
は
、
嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
六
月
七
日
の
「
天

王
社
御
幸
供
奉
日
記
写
」
で
、
そ
こ
に
は
天
王
社
（
八
坂
神
社
）
の
六
月
の
祭
礼

に
お
い
て
幸
若
舞
が
演
じ
ら
れ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
幸
若
舞
も
、当
初
は

祭
礼
で
奉
納
さ
れ
る
芸
能
で
し
た
。

　

一
五
世
紀
に
入
る
と
、
幸
若
舞
に
関
す
る
記
事
が
続
出
し
ま
す
。
京
都
の
貴

族
・
西
園
寺
家
歴
代
の
日
記
『
管か

ん

見け
ん

記き

』
に
は
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
五
月

二
四
日
条
に
、

　
「
幸
若
大
夫
先
日
の
礼
と
し
て
来
る
」

と
あ
り
ま
す
。
五
月
八
日
条
を
み
る
と
、
当
主
の
西
園
寺
公
名
（
一
四
一
〇
〜

六
八
）が
幸
若
舞
を
見
て「
音
曲
舞
姿
尤も

っ
とも
感
激
あ
り
」と
感
想
を
記
し
て
お
り
、

西
園
寺
家
で
幸
若
舞
が
上
演
さ
れ
、
後
日
に
幸
若
大
夫
が
そ
の
お
礼
に
来
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。『
管
見
記
』で
は
幸
若
舞
を「
二
人
舞
」と
表
記
し
、
ま
だ「
幸

若
舞
」と
い
う
呼
び
名
は
通
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
幸
若
舞
に
関
す
る
記
事
が
『
康や

す

富と
み

記き

』
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
二
月

一
八
日
条
に
も
み
え
ま
す
。『
康
富
記
』は
、室
町
時
代
の
外げ

記き

で
あ
っ
た
中
原
康

富
の
日
記
で
す
。「
外
記
」は
律
令
制
に
お
け
る
官
職
の
ひ
と
つ
で
、少
納
言
の
下

に
あ
っ
て
詔

し
ょ
う

勅ち
ょ
く（
天
皇
の
発
す
る
公
式
文
書
）・
上

じ
ょ
う

奏そ
う

文ぶ
ん（
天
皇
に
意
見
・
事
情
な

ど
を
申
し
上
げ
る
こ
と
）
の
起
草
や
朝

ち
ょ
う

議ぎ

（
朝
廷
の
行
う
儀
式
）
の
記
録
な
ど
を

つ
か
さ
ど
り
、
除じ

目も
く（
官
を
任
ず
る
儀
式
）や
叙じ

ょ

位い

（
位
階
を
授
け
る
こ
と
）な
ど

の
儀
式
を
執
行
す
る
機
関
で
す
。
そ
こ
に
は
、

　
「
越
前
田
中
香
若
大
夫
室
町
殿
へ
参
り
、久
世
舞
を
舞
う
」

と
あ
り
、
香
若
（
幸
若
）
大
夫
が
越
前
国
丹
生
郡
田
中
の
出
身
で
あ
る
こ
と
、
室

町
邸
で
久く

世せ

舞ま
い（
曲
舞
）
を
演
じ
て
好
評
を
得
て
い
た
さ
ま
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
記
事
で
は
、幸
若
大
夫
の
舞
を「
曲
舞
」と
表
し
て
お
り
、や
は
り「
幸
若
舞
」

と
い
う
表
記
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
、取
り
上
げ
た
記
事
を
み
る
と
、一
五
世
紀
に
な
る
と
幸
若
舞
が
京
都
で

盛
ん
に
上
演
さ
れ
、貴
族
な
ど
か
ら
愛
好
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

文
責　

織
田
文
化
歴
史
館　

学
芸
員　

村
上
雅
紀

室
町
時
代
の
幸
若
舞

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
二
十
七
回

実　施　日 場　　所 電話番号

－ あさがお保育園 34－1110

－ あ さ ひ 保 育 所 34－0081

－ 朝 日 西 保 育 所 34－5602

－ 朝 日 南 保 育 所 34－1614

－ 宮崎中央保育所 32－2067

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

－ 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

毎 日 午 前 中 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
3
月
15
日
現
在
）

（
3
月
15
日
現
在
）

　

4
月
に
な
り
、
平
成
28
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
進
学
や
就
職
で
新
生
活
を
始
め
た
人
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

日
本
で
は
桜
咲
く
4
月
が
入
学
シ
ー
ズ
ン
。
何

の
違
和
感
も
感
じ
ま
せ
ん
。
た
だ
世
界
的
に
見
る

と
、
新
学
年
の
ス
タ
ー
ト
が
4
月
で
あ
る
国
は
珍

し
い
、
と
い
う
よ
り
稀
で
す
。
各
国
・
各
地
域
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
圧
倒
的
多
数
は
「
夏
休

み
明
け
」
で
す
。
つ
ま
り
、北
半
球
で
は
9
月
前
後
、

南
半
球
で
は
1
月
前
後
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

で
は
な
ぜ
、
日
本
の
新
学
年
ス
タ
ー
ト
が
4
月

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に
は
諸
説
あ
る

よ
う
で
す
が
、
明
治
維
新
前
後
を
境
に
4
月
入
学

が
定
着
し
た
よ
う
で
す
。
日
本
は
明
治
19
年
に
イ

ギ
リ
ス
に
な
ら
っ
て
4
月
〜
翌
3
月
ま
で
を
「
国

の
会
計
年
度
」
と
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
国
か
ら
の
補
助
金
で
運
営
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
学
校
も
4
月
入
学
に
変
更
さ
れ
た
と
い

う
の
が
一
般
論
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
基
準
に
合
わ
せ
た
ほ
う
が
、
よ
り
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
日
本
人
と
し
て
は
入
学
式
に
桜
が
な
い

の
は
寂
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

人口と世帯
（3月1日現在）

　

現
在
、
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
て
い

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
水
仙
岬
の
か
が
や
き
」

で
す
。
3
月
13
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
、
点
灯
式
や
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
5
月
8
日

ま
で
の
日
没
か
ら
約
4
時
間
、
毎
日
点
灯
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

人　口 22,587人

　男 10,920人
　女 11,667人
世帯数 7,311戸

（前月より32人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）
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）
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男女共同参画・人権室からこんにちは！

　いよいよ28年度が始まります。男女共同参画・人権室におきましても、「認め合い男女（ひと）の心をつなぐまち」
をコンセプトに、地域や学校での気づき事業を始め、老若男女がともに活躍するまちづくりに向けて、いろいろな
活動を行っていきます。

　町では、平成18年度に策定された現行プランが期間満了となるこ
とから、平成28年度から平成37年度までの10年間を計画期間とす
る新たなプランの策定を進めてきました。
　本プランは、あらゆる分野の施策に男女共同参画の視点を反映させ
ることで、本町に住み、働き、学ぶ全ての人々が夢と希望を持って生
き生きと暮らせるまちづくりを推進するためのものです。
　このほど、「第2次えちえぜん男女共同参画プラン（案）」が越前町
男女共同参画審議会の大森会長と新谷副会長から内藤町長に提出さ
れました。

　男女共同参画のまちづくりの審議を行う審
議会委員を右記のとおり募集しますので、関心
のある人はぜひご応募ください。

平成28年委嘱日～ 30年3月31日

若干名

20歳以上で町内に居住する人

年に1、2回を予定

平成28年4月28日（木）

越前町役場ホームページ又は男女共同参画・人権室

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

誰もが活躍するまち、越前町に向けて

第2次えちぜん男女共同参画プラン答申

越前町男女共同参画審議会委員募集のお知らせ

Vol.110 認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

初の女性区長誕生！！

　夫の後押しもあり、区長になることに決めま
した。前区長は副区長としてサポートしてくだ
さっていて、大変心強いです。住みやすく、活
力があり、絆の深い地域を、区民全員の力でつ
くっていきたいです。精一杯がんばりますので、
ご支援よろしくお願いします。

脇谷区長　米
こめ

 谷
たに

  経
けい

 子
こ

 さん

募集人員

応募資格

会議回数

申込期限

申込用紙

任　　期

あさひ保育所・
朝日児童センターが完成しました

全ての保育室は南向きに配置し、明るい保育環境に配慮しました。

あさひ
保育所 朝日

児童センター

保育室

　平成28年1月、脇谷区（31世帯、約120人）の区長に米谷経子さんがなら
れました。米谷さんは女性ならではの視点を取り入れながら、地域の交流活動
に積極的に取り組んでおられます。また、区長となったことで地域をより身近
に感じるようになり、区民のみなさんが安心して暮らせる地域づくりにも意欲
的です。男女共同参画・人権室としましても今後の活動を応援していきます。

平成27年度の事業をまと
めた「年次報告書」を作
成しました。希望者はお
申し出ください。

　3月27日、平成28年4月の開所に向け、建設をすすめていた「あさひ保育所」および「朝
日児童センター」が完成し、落成式を行ないました。
　落成式では、来賓・関係者など多くの人が見守る中、内藤町長の式辞に引き続き、工
事工程報告、感謝状贈呈などが行われました。
　式典後はアトラクションとして、仁愛女子高等学校マーチングバンド部による演奏が
披露されました。また、午後からは、一般公開により、園舎が披露されました。

出来たての新しい園舎に、訪れた園児は、これから始まる園生活に、
わくわくしているようでした。

落成式

特  集

広報 えちぜん 26平成28年４月号広報 えちぜん27 平成28年４月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e



広報 えちぜん 28平成28年４月号

え
ち
ぜ
ん
カ
レ
ン
ダ
ー

4
月
1
日
～
4
月
30
日

発
行
／
越
前
町
役
場
　
  編
集
／
総
務
課

〒
916
‒0192　

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
西
田
中
13
－
5
－
1

TEL 0778
‒34
‒1234㈹

　
FA
X
 0778

‒34
‒1236

再生紙を使用しています

広
報
 え
ち
ぜ
ん
　
N
o.135

平
成
28年

4
月
1
日
発
行

越前町ウェブサイト　http : //www.town.echizen.fukui.jp/
過去の広報えちぜんは町ウェブサイトからご覧いただけます。
ＱＲコード対応の携帯電話で、右のＱＲコードを撮影すると、
簡単に町のウェブサイトにアクセスできます。

（携帯電話用） （スマートフォン用）

※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
当
日
の
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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